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V 字型アントラセンパネルを持つ両親媒性分⼦は，⽔中でミセル型カプセルを形成することが知ら

れている。ナノグラフェンなどの疎⽔性の分⼦をはじめ，⾊素分⼦を⽤いた光化学の研究やドラッグ

デリバリーシステム研究など多岐にわたる分野で注⽬されるが，過塩素酸イオンが含まれる溶液中で

は直ちに沈殿してしまう。 

そこで本研究ではその現象を分⼦レベルで理解するために，V 字型アントラセンパネルを持つ両親媒

性分⼦の過塩素酸中におけるイオン結晶形成と⾦属フタロシアニンをゲストとして内包したときに結

晶化に及ぼす影響を⾼配向パイロリティックグラファイト（HOPG）基板上で検討し，周波数変調型

AFM を⽤いて過塩素酸イオンを含む酸性および中性の電解質溶液中で観察をおこなった。その結果， 

① 分⼦薄膜形成される沈殿⽣成と結晶成⻑の条件精査 

② 単層レベルの分⼦膜では，規則的な空隙形成を⽰唆する分⼦レベル解像 

③ ⾦属フタロシアニン内包した場合，2 層に分かれて分⼦膜を形成 

が達成され，明瞭な解像によって薄膜形成メカニズムやホストゲスト会合体の分離の様⼦がサブミク

ロンスケールから分⼦レベルで明らかになった。さらに，温度に依存したドメインサイズ制御，結晶成

⻑のヒントも得られた。 

これらの結果は，両親媒性分⼦のトリメチルアンモニウム基と過塩素酸イオンによるイオン結晶⽣

成およびその安定性（ダイナミクス）を捉えており，薄膜の可視化によって次のステップへの扉が開か

れた。 
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